" English has opened up a new world for me "
                                                       　 延岡市立旭中学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小野　将京
　僕は、この英語弁論大会で、「学級予選」、「延岡市大会」、「宮崎県大会」と勝ち進むうちに、喜びよりも「これは大変なことになってきたぞ」、と不安な気持ちが大きくなっていきました。それは、九州から初めて外に出ることや知らない人たちばかりの中に飛び込んでいくことへの不安、そして１年生の僕よりも、遙かに上手ですごい人たちばかりだろうな、という不安でした。全国から参加していた人たちは全員英語が本当に上手で、「自分もあんな風にすらすらと人を引き込むような弁論ができるようになりたいな」と強く思いました。また、全日本中学生会議（宿泊先で過ごす夜の時間）では、大学生の方たちが僕たちのお世話をしてくださり、いろいろな活動やゲームをなどをしました。毎晩とても楽しくて、あっという間に時間が過ぎたように思います。僕は、この５日間で予想を遙かに超えるたくさんの素晴らしい経験をし、全国に友達ができて、自分の世界が大きく広がりました。東京に行くまでは、不安でたまりませんでしたが、最終日には「まだ帰りたくないな」と思ったほどです。今回の経験を自分の将来に生かし、外国の人とも会話ができるようにさらに英語を学び、人とのつながりの大切さを大事にしながらいろいろなことにチャレンジしていきたいと思います。　　　
Thank you, Shokei!
                                                          延岡市立旭中学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導教諭　與田　智恵子
　『「はぁ～テレビもねぇ。ラジオもねぇ。車もそれほど走ってねぇ。」って英語で何て言うんですか。』
　入学当初、将京くんが私に質問に来ました。.....吉幾三さんの「俺ら東京さ行くだ」という歌の歌詞です。彼は決してふざけていたのではなく、メモ帳と鉛筆を手に何度も私のところにやってきては、少しずつ英訳を進めました。「おもしろい子だなぁ」というのが将京くんと初めて会ったときの感想です。素直で前向きな将京くんは、英語の授業に常に全力で取り組みながら、校内大会と延岡市大会を勝ち抜き、県大会でも最優秀賞をいただきました。「俺ら東京さ行くだ」が、とうとう現実になったのです。
　東京での５日間では、大変ありがたいことに、周りの方々の温かいサポートのおかげで、将京くんにとって大きな財産となるような楽しい思い出をたくさん作ることができました。東京にまでも一緒に行ってくださり、いつも協力してくださった将京くんのご両親にも心から感謝しています。私にとっては今回で３回目の東京大会でしたが、初めての１年生との参加という大きなチャレンジになり、英語教師として貴重な経験となりました。また、今大会は第７０回の記念大会ということで、レセプションパーティに皇太子殿下と雅子妃殿下が参加され、夢のような時間を過ごすことができました。
　将京くんがくれた素晴らしい経験とたくさんの大切な学びをこれからの教師生活に活かし、英語科の先生方や他の生徒たちにしっかりと伝えていきたいと思います。  
